
今週の聖句
解説：人生のある時期を指して「青春の日々」と言われています。対照的な時期として聖書が記すのは、「苦しみの日々」であり、「『年を重ねることに喜びはない』と言う年齢」に
達した時期です。要するに、愚痴っぽくなって人生を楽しめなくなる前に、あなたの「創造主＝神」に心を留めなさいと勧められています。若い時代に、自分が神によって造られ、
生かされていることを覚えることが、続く人生において大きな支えと慰めになることでしょう。

（月～金・10時30分～11時）　（夕礼拝（第二部礼拝）／火・19時30分～20時）
青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂

（月～土・10時30分～11時）
相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル

「青春の日々にこそ、お前の創造主に心を留めよ。」（コヘレトの言葉 第１2 章1節）

6月6日（月）6月6日（月）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（21）493
創世記 6：4～8
　　　　　（旧8頁）
「心に思い計ること」

（21）24

司会　経3 坂賀 由麻
説教　深井　智朗
　　　 （滝野川教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

312（1,3節）
ヨハネ 13:1～8
　　　　（新194頁）
「あとになって
　　　  わかること」

541

司会　経3 柴田　夏
説教　及川　　信
　　　 （中渋谷教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　筒井　淳子

324
ルカ 4:1～4
　　　　（新107頁）
「人はパンだけで
　生きるものではない」

540

説教　西谷　幸介
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　筒井　淳子

367
Ⅱテサロニケ 3:6～15
　　　　（新382頁）
「働くこと欲せずば、
　　  食すべからず」

539

6月7日（火） 6月7日（火）
夕礼拝（第二部礼拝）

６月8日（水） ６月9日（木） ６月10日（金）

メッセージ  伊藤　　悟
　　　　　   （大学宗教部長）

司式　谷口　裕子
説教　潮田　健治
　　　  （泉教会牧師）

６月10日（金）

6月7日（火） ６月8日（水）

６月9日（木） ６月11日（土）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（21）57
マタイ 6：25～34
　　　　  （新10頁）
「思い悩みからの解放」

（21）24

説教　大島　　力
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（21）2
マタイ 6：12
　　　   （新9頁）
「赦しの可能性」

（21）25

司式　東方　敬信
奨励　茂　　牧人
　　  （総合文化政策学部教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（21）533
Ⅰコリント 10：13
　　　　（新312頁）
「くじけない」

（21）25

司式　大島　　力
説教　岸　　俊彦
　　　 （経堂北教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（Ⅱ）167
使徒言行録 1：3～5
　　　　（新213頁）
「離れずに」

539

司式　大宮　　謙
説教　辻川　　篤
　　　 （相模原教会牧師）

司会　社4 八田勇太朗
説教　吉田　好里
　　 　（新松戸幸谷教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（21）437
ヨハネ 4：7～15
　　　　（新169頁）
「命に至る水」

（21）26

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（Ⅱ）167
エフェソ 2：1～10
　　　　（新353頁）
「天国の入り口」

540

司式　伊藤　　悟
奨励　加藤　昌弘
　　　  （非常勤講師）

説教　谷口　裕子
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
奉　鐘
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　羽柴　真樹

（Ⅱ）232
“All Things Bright and Beautiful”
ヤコブ 5：13～18
　　　　（新426頁）
「雨が降るまで」

541

奏　楽

聖　書

賛　美

　

メッセージ

飯　　靖子

マタイ 5:38～39

　　　　　 （新8頁）

「主は今生きておられる。
 （Because He Lives）」

　「祈る手」


